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①
高
題
目
の
起
源

　

能
登
地
方
に
伝
わ
る
高
題
目
と
は
、
肥
後
阿
闍
梨
日
像
上
人
が
帝
都
弘
通
の
途
路
に
法
難
に
遭
遇
し
た
際
、
命
を
護
り
世
話
に
な
っ
た

能
登
の
人
々
と
の
別
れ
を
惜
し
ん
で
、
船
中
よ
り
涙
な
が
ら
に
唱
え
た
お
題
目
が
起
源
と
な
っ
て
い
る
。

　

日
像
上
人
は
、
日
蓮
聖
人
の
入
滅
の
折
、
帝
都
弘
通
を
委
嘱
さ
れ
、
永
仁
元
年
（
一
二
九
三
）
二
十
五
歳
の
時
、
遺
命
を
奉
じ
て
帝
都

弘
通
を
決
意
し
、
所
願
成
就
の
為
に
鎌
倉
由
比
ヶ
浜
に
て
毎
夜
百
ヵ
日
間
に
わ
た
り
寿
量
品
の
自
我
偈
百
巻
を
読
誦
し
、
翌
年
二
月
満
願

の
後
、
小
湊
、
清
澄
、
身
延
な
ど
の
日
蓮
聖
人
の
遺
蹟
を
巡
拝
し
な
が
ら
佐
渡
に
渡
り
、
佐
渡
の
赤
泊
か
ら
能
登
に
渡
る
為
に
石
動
山
天

平
寺
の
御
用
船
に
乗
船
さ
れ
る
。

　

船
中
に
て
天
平
寺
の
上
首
満
蔵
法
印
と
法
論
と
な
り
、
論
伏
さ
れ
た
満
蔵
法
印
は
名
を
日
乗
と
改
め
日
像
上
人
の
弟
子
と
な
り
、
日
乗

上
人
の
請
い
に
従
い
日
像
上
人
は
石
動
山
に
登
り
法
華
経
の
教
義
を
説
く
と
真
言
僧
の
中
か
ら
次
々
と
退
転
す
る
者
が
現
れ
、
こ
の
ま
ま

で
は
天
平
寺
が
乗
っ
取
ら
れ
る
と
危
惧
す
る
者
が
暴
徒
と
化
し
て
、
日
像
上
人
と
日
乗
上
人
を
亡
き
者
に
し
よ
う
と
襲
い
か
か
り
、
追
手

か
ら
逃
れ
て
下
山
す
る
も
多
勢
に
無
勢
已
む
無
く
日
乗
上
人
の
兼
ね
て
か
ら
の
信
者
で
あ
っ
た
、
加
賀
太
郎
、
北
太
郎
が
一
行
の
楯
と
な

り
二
俣
ヶ
原
で
殉
死
す
る
こ
と
と
な
る
。
後
に
加
賀
太
郎
、
北
太
郎
の
菩
提
を
弔
う
為
に
西
馬
場
に
常
在
山
本
土
寺
（
宗
門
史
跡
）
が
建

立
さ
れ
た
。

日
像
上
人
ゆ
か
り
の
高
題
目
の
起
源
と
継
承
普
及
に
お
け
る
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
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日
像
上
人
一
行
は
日
乗
上
人
の
叔
父
で
あ
る
柴
原
法
光
の
領
地
の
滝
谷
に
逃
げ
の
び
、
暫
く
の
間
白
山
社
に
参
籠
し
て
身
を
隠
す
こ
と

と
な
る
。
ほ
と
ぼ
り
が
冷
め
た
頃
帝
都
弘
通
の
た
め
先
を
急
ぐ
日
像
上
人
は
、
旅
の
道
す
が
ら
突
い
て
き
た
槐
の
杖
を
地
面
に
指
し
て

「
若
し
こ
の
杖
よ
り
根
を
生
ず
る
こ
と
だ
も
あ
ら
ば
、
汝
こ
の
地
に
一
寺
を
建
立
せ
よ
」
と
言
い
残
し
て
、
滝
谷
の
地
を
去
る
こ
と
と
な

る
。
そ
の
後
、
幾
ば
く
な
ら
ず
し
て
槐
の
杖
よ
り
芽
を
出
し
根
を
生
し
、
日
乗
上
人
は
こ
の
霊
瑞
に
驚
い
て
、
柴
原
法
光
の
外
護
を
得
て

法
華
堂
を
建
立
す
る
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
が
後
の
金
栄
山
妙
成
寺
（
宗
門
史
跡
）
と
な
る
。

　

日
像
上
人
は
、
陸
路
は
天
平
寺
の
僧
侶
が
待
ち
構
え
て
い
る
の
で
、
安
全
な
海
路
で
京
都
を
目
指
す
こ
と
と
な
り
、
こ
の
時
日
像
上
人

の
身
代
わ
り
と
な
り
命
を
落
と
し
た
人
達
や
世
話
に
な
っ
た
能
登
の
人
々
と
の
別
れ
を
惜
し
み
、
涙
な
が
ら
に
船
中
で
唱
え
た
お
題
目
が
、

哀
愁
を
帯
び
て
波
間
に
揺
れ
て
聞
こ
え
て
来
た
と
言
う
。
こ
の
時
唱
え
た
別
れ
の
お
題
目
が
日
像
上
人
ゆ
か
り
の
高
題
目
の
起
源
と
な
っ

た
。

　

日
像
上
人
は
こ
の
後
、
無
事
に
上
洛
し
三
黜
三
赦
の
法
難
を
経
て
、
洛
中
に
建
立
し
た
妙
顕
寺
が
教
団
最
初
の
勅
願
寺
と
な
り
、
後
醍

醐
天
皇
の
綸
旨
を
賜
わ
り
一
乗
円
頓
の
宗
旨
と
し
て
公
認
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

②
高
題
目
と
の
出
会
い

　

私
が
高
題
目
を
初
め
て
拝
聴
し
た
の
は
、
昭
和
六
十
二
年
の
四
月
、
石
川
県
羽
咋
市
の
長
興
山
本
成
寺
に
養
子
縁
組
で
結
婚
し
て
入
籍

後
の
事
だ
っ
た
。

　

本
成
寺
の
寺
在
所
の
柴
垣
町
内
で
は
、
菩
提
寺
で
営
ま
れ
た
年
回
忌
法
要
後
に
法
要
施
主
の
自
宅
で
町
内
の
親
族
や
檀
徒
を
招
い
て
法

事
題
目
と
呼
ば
れ
る
御
講
が
営
ま
れ
る
こ
と
が
慣
例
と
な
っ
て
お
り
、
私
が
住
職
の
代
理
で
勤
行
の
導
師
を
務
め
た
時
、
読
経
と
読
経
の

合
間
に
奉
唱
さ
れ
た
高
題
目
を
初
め
て
聞
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　

高
題
目
の
出
だ
し
の
一
節
を
御
講
に
参
集
し
た
檀
徒
の
一
人
の
代
表
が
発
声
し
、
団
扇
太
鼓
を
数
人
で
奉
打
し
な
が
ら
高
題
目
を
唱
和



91

日像上人ゆかりの高題目の起源と継承普及における成果と課題について（中山）

し
て
い
く
。
能
登
で
初
め
て
聞
く
高
題
目
の
音
調
に
圧
倒
さ
れ
な
が
ら
暫
ら
く
聞
き
入
っ
て
い
た
が
、
高
題
目
は
六
返
か
え
し
と
言
っ
て

繰
り
返
し
て
唱
和
す
る
部
分
が
あ
り
、
繰
り
返
し
の
合
図
や
題
目
を
止
め
る
合
図
に
気
を
つ
け
て
い
な
い
と
お
題
目
や
団
扇
太
鼓
が
不
調

和
と
な
っ
て
し
ま
う
。
高
題
目
を
止
め
る
の
は
導
師
の
合
図
に
よ
る
の
で
、
高
題
目
の
慣
れ
な
い
節
回
し
に
緊
張
し
な
が
ら
恐
る
恐
る
リ

ン
を
奉
打
し
て
間
違
わ
な
い
よ
う
に
止
の
合
図
を
出
し
た
の
を
今
も
覚
え
て
い
る
。

　

高
題
目
を
奉
唱
す
る
時
の
様
々
な
決
ま
り
事
に
慣
れ
て
、
高
題
目
を
正
確
に
唱
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
に
は
幾
度
も
場
数
を
踏
む
必
要

が
あ
る
こ
と
を
こ
の
時
知
っ
た
。

③
高
題
目
の
伝
承
に
つ
い
て

　

日
像
上
人
ゆ
か
り
の
高
題
目
は
、
別
れ
の
題
目
と
し
て
能
登
法
華
の
檀
信
徒
の
篤
信
者
に
に
よ
っ
て
七
百
三
十
年
間
に
渡
り
今
日
ま
で

伝
承
さ
れ
て
来
た
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
節
回
し
を
示
す
楽
譜
な
ど
は
一
切
存
在
せ
ず
、
人
か
ら
人
へ
と
口
伝
に
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
が

高
題
目
の
特
徴
で
も
あ
る
。
団
扇
太
鼓
を
奉
打
し
な
が
ら
哀
愁
を
帯
び
た
音
調
で
抑
揚
を
つ
け
て
高
く
張
り
上
げ
る
よ
う
に
唱
え
た
り
浮

き
沈
み
す
る
よ
う
な
リ
ズ
ム
で
唱
え
て
、
六
返
か
え
し
と
言
わ
れ
繰
り
返
し
唱
え
る
形
と
な
っ
た
の
は
何
時
頃
か
は
定
か
で
は
な
い
。

　

高
題
目
の
唱
法
を
説
明
す
る
と
、
抑
揚
あ
る
お
題
目
の
唱
え
方
が
、
八
パ
タ
ー
ン
（
①
〜
⑧
※
立
教
開
宗
七
百
五
十
年
慶
讃
高
題
目
楽

譜
参
照
）
あ
り
、
楽
譜
の
①
〜
⑧
ま
で
の
お
題
目
を
一
度
通
し
て
唱
え
た
あ
と
、
③
番
目
に
戻
り
、
③
〜
⑧
ま
で
の
六
遍
を
繰
り
返
す
。

故
に
「
六
遍
返
し
の
高
題
目
」
と
言
わ
れ
、
こ
の
抑
揚
の
な
か
で
、
音
を
高
く
張
り
上
げ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
た
め
「
高
題
目
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
。

　

現
在
高
題
目
が
奉
唱
さ
れ
る
場
と
し
て
、
主
に
石
川
県
第
二
部
宗
務
所
管
内
の
各
寺
院
の
年
中
行
事
、
特
に
御
会
式
や
彼
岸
法
要
、
祠

堂
法
要
や
魂
迎
会
等
の
永
代
供
養
会
、
葬
儀
、
法
事
の
際
。
ま
た
管
内
の
十
数
ケ
所
の
在
所
で
営
ま
れ
る
各
種
の
御
講
の
勤
行
で
唱
え
ら

れ
て
い
る
。
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然
し
な
が
ら
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
社
会
情
勢
の
中
で
、
今
後
将
来
に
向
け
て
高
題
目
を
伝
承
さ
せ
て
行
く
為
に
は
創
意
工
夫
が
必
要

と
思
わ
れ
、
管
内
の
伝
道
布
教
の
一
環
と
し
て
高
題
目
の
継
承
普
及
の
為
の
事
業
を
展
開
を
す
る
こ
と
を
宗
務
所
伝
道
機
構
の
伝
道
局
に

て
申
し
合
わ
せ
を
し
、
高
題
目
を
顕
彰
す
る
為
に
立
教
開
宗
七
百
五
十
年
慶
讃
事
業
と
し
て
、
高
題
目
を
伝
え
残
す
十
ケ
所
の
在
所
の
音

源
を
基
に
統
一
の
楽
譜
を
制
作
し
、
立
教
開
宗
七
百
五
十
年
慶
讃
高
題
目
と
し
て
平
成
十
四
年
の
管
内
の
慶
讃
大
会
に
お
い
て
参
加
者
一

同
で
奉
唱
し
た
。

　

そ
の
後
、
高
題
目
の
継
承
普
及
す
る
た
め
に
十
年
前
よ
り
石
川
県
第
二
部
宗
務
所
の
伝
道
局
事
業
の
一
環
と
し
て
高
題
目
継
承
普
及
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
部
門
を
立
ち
上
げ
、
高
題
目
音
源
を
収
録
し
、
立
教
開
宗
七
百
五
十
年
慶
讃
高
題
目
の
楽
譜
付
き
の
Ｃ
Ｄ
を
五
百
枚
を
制
作

し
、
管
内
寺
院
及
び
檀
信
徒
に
販
売
し
て
完
売
し
て
お
り
、
宗
務
院
伝
道
部
に
も
伝
道
資
料
と
し
て
提
出
し
た
。

　

平
成
三
十
年
八
月
三
日
に
は
宗
務
院
伝
道
部
所
管
事
業
の
月
例
金
曜
講
話
に
て
高
題
目
の
継
承
と
普
及
に
つ
い
て
講
説
し
、
同
伴
し
た

本
成
寺
の
檀
信
徒
十
名
と
共
に
宗
務
院
講
堂
の
御
宝
前
に
て
高
題
目
を
奉
唱
披
露
し
た
。

　

更
に
は
、
年
に
三
回
羽
咋
地
区
・
七
尾
地
区
・
奥
能
登
地
区
の
三
地
区
の
当
番
寺
院
に
お
い
て
、
立
教
開
宗
七
百
五
十
年
慶
讃
高
題
目

の
楽
譜
を
テ
キ
ス
ト
に
し
て
、
音
楽
教
師
を
講
師
と
し
て
高
題
目
講
習
会
を
開
設
し
、
管
内
檀
信
徒
を
対
象
に
高
題
目
の
継
承
普
及
を
図

り
指
導
者
の
育
成
を
試
み
る
も
、
令
和
二
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
に
伴
い
、
高
題
目
講
習
会
は
現
在
ま
で
休
止
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
。

④
高
題
目
継
承
普
及
の
課
題

　

現
在
の
管
内
に
お
い
て
高
題
目
を
唱
え
る
こ
と
の
出
来
る
檀
信
徒
の
高
齢
化
が
進
み
、
更
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
と
令
和

六
年
元
旦
に
発
災
し
た
能
登
半
島
地
震
及
び
同
年
九
月
の
豪
雨
被
害
に
よ
り
復
旧
復
興
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
管
内
寺
院
や
檀
信
徒
の

お
い
て
、
高
題
目
を
奉
唱
す
る
場
が
失
わ
れ
て
行
く
状
況
下
で
、
如
何
に
し
て
高
題
目
を
継
承
し
普
及
し
て
い
く
こ
と
の
出
来
る
人
材
を
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確
保
す
る
か
が
管
内
の
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
早
急
に
そ
の
手
立
て
を
講
じ
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
檀
信
徒
の
篤
信
者
に
よ
り
受
け
継
が
れ
て
き
た
高
題
目
だ
が
、
今
後
は
管
内
教
師
が
率
先
し
て
高
題
目
の
唱
え
手
と
し

て
指
導
者
と
な
り
高
題
目
の
普
及
に
当
た
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
更
に
は
、
高
題
目
を
唱
え
る
場
づ
く
り
に
傾
注
す
る
こ
と
が
急
務
で
、

各
寺
院
の
年
中
行
事
や
檀
信
徒
の
葬
儀
や
法
事
な
ど
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
高
題
目
の
奉
唱
を
試
み
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

⑤
高
題
目
の
宗
門
史
上
の
価
値

　

高
題
目
の
起
源
を
辿
る
時
、
日
像
上
人
ゆ
か
り
の
高
題
目
は
、
帝
都
弘
通
の
途
路
に
能
登
開
教
を
行
い
法
難
に
遭
遇
す
る
も
、
殉
教
の

信
徒
や
外
護
の
信
徒
に
命
を
守
ら
れ
そ
の
人
々
と
の
別
れ
を
惜
し
ん
で
唱
え
た
題
目
は
、
日
像
上
人
の
生
き
た
命
の
証
で
あ
り
、
も
し
も

七
百
三
十
年
前
に
日
像
上
人
が
能
登
の
地
で
落
命
し
て
い
た
な
ら
、
現
在
の
日
蓮
宗
の
興
隆
は
無
い
。
故
に
、
日
像
上
人
の
命
を
お
護
り

し
た
人
々
の
末
裔
で
あ
る
能
登
法
華
の
篤
信
者
が
唱
え
る
日
像
上
人
ゆ
か
り
の
高
題
目
は
、
日
像
上
人
の
生
き
た
証
で
あ
り
、
日
像
上
人

の
命
そ
の
も
の
で
あ
っ
て
、
能
登
に
伝
わ
る
無
形
の
財
で
も
あ
る
。

　

能
登
に
住
み
日
像
上
人
ゆ
か
り
の
高
題
目
を
継
承
し
、
弘
め
よ
う
と
す
る
僧
侶
と
檀
信
徒
は
、
仏
の
使
い
で
あ
る
地
涌
千
界
の
菩
薩
の

自
覚
を
持
ち
、
お
題
目
に
よ
る
下
種
結
縁
の
担
い
手
と
し
て
未
来
に
向
け
て
高
題
目
の
継
承
普
及
に
努
め
て
行
く
こ
と
を
期
待
す
る
と
共

に
、
七
百
三
十
年
間
に
渡
り
一
度
も
途
絶
え
る
こ
と
無
く
能
登
に
伝
わ
る
高
題
目
こ
そ
、
今
日
の
宗
門
発
展
の
基
を
創
ら
れ
た
日
像
上
人

ゆ
か
り
の
文
化
遺
産
で
あ
り
無
形
の
宝
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
顕
彰
の
一
助
と
し
た
い
。




